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研究成果の概要（和文）：本研究は、ヴァイマール期ドイツの保守革命的言説とプロテスタンティズムの関係を
解明することを目指した。従来、保守革命論は反プロテスタンティズムであったと言われてきたが、両者の間に
は協力関係があったことが、以下の2点において確認された。1) 1917年の宗教改革400周年記念において、『タ
ート』誌の著述家たちとリベラルなプロテスタンティズムが、保守的ルター派への反対において一致していた。
2) シュペングラーの『西洋の没落』は宗教史学派の研究成果を通俗化したものであった一方で、この著作は
1920年代のプロテスタント神学において交わされた「運命」についての議論に決定的な影響を与えた。

研究成果の概要（英文）：This Study sought to clarify the relationship between the discourse of the 
German conservative revolutionary movement and the German Protestantism in the Weimar era. It is 
often said that the conservative revolutionary movement had the tendency of the anti-Protestantism. 
But it was found from the result of my research that there were a quiet partnership between the 
conservative revolutionary movement and the Protestantism. 1) The writers of “Die Tat” and the 
liberal Protestant Theologians agreed in the opposition to the conservative Lutheran on the 
Reformation Jubilee 1917; 2) The results of the research of the history of religions school were 
popularized in the “The Decline of the West” by Oswald Spengler, whereas the concept of “fate 
(Schicksal)” of this book influenced the theological argument in 1920’s. 

研究分野： 近代ドイツ宗教思想史
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１．研究開始当初の背景 
2014 年で開戦百周年を迎え、第一次大戦

についての再検討が進み、現代世界の始まり
として第一次大戦を評価する研究が発表さ
れつつある。第一次世界大戦に関する研究は
活況を呈しており、申請者もキリスト教思想
史 に関してその一端を担っているが、思想
史分野ではまだ第一次世界大戦の意義に関
する再検討が十分に進んでいるとは言い難
い。思想史研究の任務として、思想の展開を
時代状況との対話として分析することがあ
るならば、近年の第一次世界大戦研究の成果
を受けた新たな研究が求められるだろう。 
そこで再検討したいのが、「保守革命」と

呼ばれる思想的潮流である。A・モーラーに
よる研究(A. Mohler[1950, 19722])以降、「保
守革命」という概念は戦間期ドイツの反動的
風潮を特徴づける概念として普及している。
しかし、その作業を通じて、「保守革命」と
いう概念がモーラーの研究以降拡がりを見
せており、現在では非常に曖昧なままに流通
している。 
その原因は、「保守革命」に関する議論は

ほとんどの場合、ナチズムとの関係という結
果に関心を寄せているため、保守革命的言説
がなぜ・どのように広まっていったのかと
いう、「保守革命」という立場の生成に対す
る関心が低い点にあると思われる。そこで、
近年の第一次世界大戦研究の成果を意識し
つつ、「保守革命」の生成と隆盛のプロセス
を明確化する必要があると考えた。この分析
は、第一次世界大戦が後の時 代に与えた影
響を明らかにしようとする、現在の第一次世
界大戦研究の動向に対しても大きな貢献と
なるものである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ヴァイマール期ドイツの

思想史を特徴づける動向の一つである「保守
革命」について、プロテスタンティズムとの
積極的な関係を明らかにすることである。
「保守革命」は反プロテスタント的であると
いう見方が一般的であるが、「ドイツらしさ」
を希求した「保守革命」にとって、「宗教改
革の国」としてのドイツというアイデンティ
ティを全面的に否定することはできなかっ
た。また、プロテスタントの側でも「保守革
命」に呼応して「ドイツ的キリスト教」を構
想した神学者たちが存在する。 
そこで、本研究では以下の三点を検証する。 
1)「保守革命」におけるプロテスタンティ

ズム批判は選択的なものだったのではない
か 

2)プロテスタント神学者の側でも「保守革
命」からの批判に応答/迎合することで「ドイ
ツ的キリスト教」が展開したのではないか 

3)両者の密やかな協力関係によって「保守
革命」はより大きな影響力を持つことになっ
たのではないか。 
 

３．研究の方法 
本研究の目的は、「保守革命」の描いた「ド

イツらしさ」のイメージとプロテスタンティ
ズムの 関係を明らかにすることにある。そ
こで、上記「研究目的」で掲げた3つの仮説
を検証するために、以下のステップに従い研
究を実施する。 
1) (予備考察)最も読まれた保守革命的書

物である「西洋の没落」に対する神学者の反
応を分析し、「保守革命」とプロテスタンテ
ィズムの関係について概略を把握する。  
2)保守革命論者のプロテスタンティズム

評価の特徴を明らかにする。 
 3)プロテスタント神学思想における保守

革命的潮流を整理する。 
4)上記 2)と 3)の間にどのような相互関係

があるか考察する。 
 
４．研究成果 
本研究計画の初年度である 2015 年度は、

Ｏ・シュペングラーの『西洋の没落』におけ
るキリスト教の描写および評価と、『西洋の
没落』に対するプロテスタント神学者からの
反応を分析した。 『西洋の没落』において
キリスト教の歴史はシュペングラーの循環
史観と文化類型論によって分断されており、
全体的にキリスト教を含めた宗教に対して
否定的な評価が下されながらも、イエスやル
ターといった「英雄」には高い評価を与えて
いることが確認された。 プロテスタント神
学者からのシュペングラー批判としては、1)
『西洋の没落』におけるキリスト教について
の叙述内容に関わるもの 、2)『西洋の没落』
における歴史叙述の基礎概念に関わるもの、
の 2 つに整理できることが明らかになった。
前者については事実誤認の指摘など、ほぼす
べてが否定的なものであるが、後者、それも
特に中心的な鍵概念である「運命 Schicksal」
概念については賛否両論が確認された。 
「運命」概念はキリスト教思想において一

定の位置を占めてはきたものの(cf. ヘーゲ
ル)、1910 年代までそれほど主要な概念であ
ったわけではないが。しかし、1910 年代後半
から 1920 年代にかけて、この概念に対する
注目が急激に高まる。そのことは、RGG の第
1 版(1913) には“Schicksal“に独立した項
目が立てられておらず、第 2版(1931)で初め
て項目立てされていることにも現れている。
「運命」概念に対する評価としては、ショル
ツはその意義を否定するが、ハイム、Ｅ・ヒ
ルシュ、Ｗ・エーレルトらは神学を刷新する
積極的な力を認める。このうち、ヒルシュと
エーレルトにおいては「運命」概念がナショ
ナリズムおよび民族主義に結びつけられて
おり、シュペングラーに端を発する「運命」
概念が神学的に補強されている過程が確認
できた。 
2016 年度は、Ｏ・シュペングラーの『西洋

の没落』に由来する「運命」概念をキーワー
ドとして、シュペングラーに代表される保守



革命的言説を当時のプロテスタント神学者
たちがどのように受け止めたのかを分析し
た。すでに前年度までにＨ・ショルツ、Ｋ・
ハイム、Ｗ・エーレルトについては分析を進
めていたが、今年度前半に分析したＥ・ヒル
シュについての分析を加え、以上の研究成果
を 2016 年度 9 月に開催された日本宗教学会
および日本基督教学会の研究大会にて口頭
発表により報告、そこでの質疑応答などから
議論をさらに深め、『宗教研究』（日本宗教学
会、2017 年）に論文を発表した。。この作業
を通じて、シュペングラーのキリスト教理解
がＡ・ハルナックや宗教史学派の神学者たち
の研究成果を通俗化したものであったこと
も確認できた。これは、保守革命論者とプロ
テスタンティズムの関係を解明しようとす
る本研究計画にとって重要な知見である。さ
らに当初の計画以上の成果として、同時代の
保守革命的言説の流行をプロテスタント神
学者たちが無批判のままに放置している状
況をＨ・ヤーコプゾーンというユダヤ系言語
学者が批判していたことを紹介できた。ヤ
ーコプゾーン自身が興味深い人物であるが、
同時代の内在的な視点から、保守革命的言説
とプロテスタンティズムの密やかな結託に
対する警戒が示されていたことを示す貴重
な証言である。 
2017 年度は、1917 年の宗教改革 400 周年

記念において生み出された、ルターに関する
言説の分析を進めた。なぜなら、この年には
多様な立場によるルター像が提示され、戦争
中ということもあり、とりわけドイツ・ナシ
ョナリズムとルターの関係が問われること
になったからである。それゆえ、「ドイツら
しさ」とプロテスタンティズムの関係を考察
しようとする本研究課題にとって、宗教改革
400 周年記念は格好の分析対象となった。こ
の研究成果は、2017 年度 9月の日本基督教学
会にて口頭発表を行い、そこでの質疑応答な
どから議論をさらに深め、『基督教学研究』
（京都大学基督教学会、2017 年）に論文を発
表した。その概要は以下の通りである。 
1917年は第一次世界大戦の開戦から4年目

を迎え、ドイツ社会の疲弊が深まっている時
期であった。それゆえ、宗教改革 400 周年を
盛大に、それも国際的な祝祭として祝うこと
は不可能であった。そういうわけで、ハイラ
イトとなるような祝賀祭は行われなかった
1917 年であるが、その代わりに宗教改革やル
ターに関する著作物が大量に刊行された。こ
のような、大学人を中心として生み出された
ルター言説において支配的だったのが、戦意
高揚のための「ドイツ的ルター」の像であっ
た。しかしながら、ナショナリスティックな
ルター像を提示する主流派に同調しない立
場も存在した。宗教改革 400 周年記念は、ル
ターをドイツ性の観点から理解する、当時の
ルター派教会の公式見解に対する批判的な
態度決定を促したのである。この意味で、宗
教改革400周年記念は神学的リベラリズムの

試金石となった。ただし、「ドイツ的ルター」
への反対が、戦争への反対を意味するわけで
はなかったということも指摘されるべきで
ある。ラーデは 1917 年の時点で明確に戦争
の終結を訴えていたが、トレルチには戦争の
継続を容認するような発言も確認できる。さ
らに、ホルはラーデやトレルチから距離をと
り、戦争の継続を支持する側に立っていた。 
「ドイツ的ルター」の称揚に反対する神学

者たちが注目したのは、ルターの宗教性であ
った。その関心は、当時のドイツの宗教状況
に対する問題意識に根ざしている。「ドイツ
的ルター」という見方に反対する神学者の一
人であったトレルチは、「教会外の宗教（die 
außerkirchliche Religion）」に注目する必
要性を説く。「教会外の宗教」は近代ドイツ
社会の宗教問題の解決ではなく、問題そのも
のであったが、それは現状のキリスト教会よ
りも重大な問題であった。宗教改革 400 周年
記念はそのことをはっきりと認識させる契
機となった。 
宗教改革 400 周年のドイツにおいて「教会

外の宗教」の重要性が高まっていたのなら、
「教会外の宗教」が宗教改革 400 周年をどの
ように迎えたのかは注目に値する。そこで、
編集者ディーデリヒスの下で「教会外の宗
教」を求める運動を展開していた雑誌『ター
ト』（Die Tat）を見ることとした。ディーデ
リヒス自身をはじめ、『タート』に集まった、
あるいはディーデリヒスによって集められ
た著述家たちには保守革命を求める者が多
かった。しかしそれ以外には、宗教的立場や
関心は様々であり、そこに統一的なルター理
解や宗教改革評価を見出すことは難しい。そ
れでも基本的な方向性としては、（１）教会
批判者としてのルター理解、（２）ルターに
おける生の宗教性の発見の重要性、（３）（時
にゲルマン性と結びつく）知識人宗教として
の新たな宗教運動の必要性、といった内容を
取り出すことができる。保守的ルター派の称
揚する「ドイツ的ルター」に対してルターの
内面的な宗教性に注目するという、『タート』
の寄稿者たちに認められる発想は、リベラル
な神学者たちと共通するものであった。 
この時期にディーデリヒスからラーデへ

と送られた手紙を読むと、彼らは共通の問題
に取り組んでいるとお互いに認識していた
ことが伺える。帝国と一体化したドイツ・プ
ロテスタンティズムによって定式化された
ルター像への批判は、保守的ルター派に対し
て距離をとるプロテスタント神学者たちの
内部だけではなく、「教会外の宗教」とも共
有されていたのである。宗教改革 400 周年記
念は、ルターをドイツの英雄として祭り上げ
る言説を大量に生み出した裏側で、プロテス
タンティズムと、保守革命的な「教会外の宗
教」とを接近させるという側面も持っていた
のである。 
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